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１．はじめに 

その２に引続き，ト形架構の実験結果について述べる。 

２．層せん断力と層間変形角関係 

各試験体の層せん断力‐層間変形角関係を図 1 に，表 1

に実験結果一覧を示す。層せん断力は実験で計測した梁

せん断力を用いて力の釣合いより求めた。図中の破線は，

平面保持を仮定した断面解析による強度境界位置での梁

曲げ終局モーメントより求めた層せん断力，□は強度境

界位置で梁主筋が降伏した点である。 

一体打ちの基準試験体 MB-1 では R=1.5%時に強度境界

位置の梁主筋が降伏し，R=3%時に柱主筋が降伏した。最

大耐力は，正，負載荷ともに R=3%時となった。最大耐力

後の耐力低下は 13.7％であった。一体打ちで軸力を変動さ

せた MB-2 では，変動軸力の影響により載荷の方向で性状

が異なった。正載荷時においては，R=1%時に強度境界位

置の梁主筋が降伏し，フェイス位置において高強度化部

分の梁主筋が降伏し，R=4%時に最大耐力となり，耐力低

下は 16.5％であった。一方，負載荷時においては，R=2%

載荷時の R=1%時に強度境界位置の梁主筋が降伏し，

R=3%時に最大耐力となり，耐力低下は5.7％であった。プ

レキャスト試験体の MB-3 では，R=1.5%時に強度境界位

置の梁主筋が降伏し，R=3%時にフェイス位置において高

強度化部分の梁主筋が降伏し，負載荷時では R=3%で最大

となり，正載荷時においては，R=4%時に最大耐力となり，

耐力低下は 15.4％となった。一体打ちの MB-1 とプレキャ

ストの MB-3 では最大層せん断力の実験値と計算値が概ね

一致した。軸力を変動させた MB-2 では，正負で差が生じ，

実験値が計算値を正載荷時は 11%上回り，負載荷時は 16%

下回った。MB-1 と MB-3 を比べると，MB-3 の最大層せん

断力は MB-1 より正載荷時で 10%上回り，負載荷時で 5%

上回った。  

３．破壊性状 

最大層せん断力時の破壊状況を図 2 に示す。図中の黒線

が正載荷時，赤線が負載荷時を示す。 

すべての試験体において梁曲げひび割れが最初に入り，

その後接合部せん断ひび割れが発生した。軸力を変動さ

せた MB-2 の正載荷時とプレキャストの MB-3 の正載荷時

では梁の強度境界位置に大きな曲げひび割れが確認でき

たが，一体打ちの MB-1 では顕著に見られなかった。MB-

1 と MB-3を比べると，両試験体ともR=1.3%付近に強度境

界位置で梁主筋が降伏したが，最大層せん断力時は柱梁

接合部に顕著な損傷を生じた。接合部のひび割れ状況に
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Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%)
MB-1 8.39 0.12 -13.21 -0.10 47.04 1.28 -51.78 -1.90 -56.27 -2.94 55.19 3.04 -56.76 -3.04
MB-2 11.30 0.10 -14.46 -0.25 43.97 0.82 -27.18 -0.78 -48.45 -2.18 64.83 4.00 -48.12 -2.99
MB-3 7.81 0.13 -14.21 -0.12 46.29 1.20 -50.70 -1.38 -56.93 -3.33 60.59 4.01 -59.59 -3.03

Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%) Q(kN) R(%)
MB-1 39.98 0.92 -37.07 -0.86 31.17 0.79 -40.06 -0.96
MB-2 59.76 2.00 -33.16 -0.95 59.42 1.83 62.33 2.34 -28.67 -0.97
MB-3 43.80 1.00 -42.89 -1.00 59.09 2.99 -57.76 -2.36 46.29 1.20 -41.22 -1.00
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表 1 実験結果一覧 

図１ 層せん断力－層間変形角関係 

(a)MB-1 (b)MB-2 (c)MB-3 
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おいて，負載荷時に MB-3 のほうがひび割れの数が多くみ

られた。変動軸力による MB-2 の正載荷の最大層せん断力

時(軸力比=0.15)には強度境界位置付近に大きな梁曲げひ

び割れを確認でき，柱梁接合部の損傷は小さかったが，

負載荷の最大層せん断力(軸力=0)には柱梁接合部に顕著な

損傷を生じた。このことから，MB-2 において正負で耐力

の差が生じたのは，負載荷時で柱梁接合部に損傷が集中

し，梁の曲げ耐力を十分に発揮できなかったことが原因

であると考える。 

４．各部材の変形成分 

図 3 に各試験体の層間変位を構成する柱，梁及び柱梁接

合部の変形成分を示す。梁及び柱変形ともに試験体に設

置した変位計より求め，梁・柱のたわみによる変形と

梁・柱端部に生じるひび割れの開きによる変形を加算し

て求めた。接合部変形は全体の層間変位から梁と柱の変

形を控除して求めた。MB-1 では R=1.0%までは梁の変形

成分が接合部を上回ったが，それ以降は接合部の変形成

分が大きく増大した。MB-2 では正載荷時は接合部の変形

が抑制され，梁の変形成分が大きかったが，負載荷時は

梁がほとんど変形せず，接合部が大きく変形した。MB-3

では，R=1.5%までは，MB-1 と同じような推移を示したが，

R=2%以降は，梁の変形成分が大きくなった。このことか

ら，MB-1 では接合部破壊型と判断し，MB-2 では正負で

柱梁曲げ強度比 1)が変化したため，正載荷時は梁破壊型，

負載荷時は接合部破壊型と，正負で破壊性状が異なった

と考えられる。 

５．主筋のひずみ分布 

 正載荷時 R=5%までの MB-1 の梁主筋ひずみ分布を図 4

に示す。図には危険断面位置，および強度境界位置を示

す。R=1.5%時に強度境界位置近傍で梁主筋が降伏したが，

ひずみの分布は危険断面位置まで一定の割合で増加して

おり，危険断面位置では実験終了まで弾性状態であった。 

６．まとめ 

変動軸力を受ける試験体 MB-2 の正載荷時（圧縮軸力増

大側）を除くと，柱梁接合部の変形成分が大きく柱梁接

合部に損傷が集中したため，強度境界位置での梁曲げ破

壊には至らなかった。変動軸力の MB-2 では正負載荷で耐

力に差があり，圧縮軸力比が最大 0.15 になる正載荷では

強度境界位置付近に大きな梁曲げひび割れが見られ，部

分高強度化鉄筋によってリロケーテッド・ヒンジが良好

に形成されて柱梁接合部の損傷低減に寄与したが，軸力 0

となる負載荷では梁の変形が小さく，柱梁接合部の損傷

が顕著になった。プレキャスト工法にした場合でも，一

体打ちと力学特性に大きな違いは，見られなかった。 
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図 3 各部材の変形成分 
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図 2 最大耐力時の破壊状況 
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図 4 MB-1 梁主筋のひずみ分布 
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